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　錯視とは視覚性の錯覚のことで、同じ長さのものが違う長さに見えたり、平行線が平行でなく見えたり、静止した図形が動いて見える現象の総称である。要するに、錯視は「よくできている視覚システムのちょっとした誤り」という感じなのであるが、どういうわけか芸術と関係がある。このことを最初に科学的に示した報告がNoguchi and Rentschler（1999）である。彼らは、いろいろな錯視の錯視量と美的選考を比較し、それらの間に正の相関を得た。筆者はその考え方の信奉者であり、錯視と美の関係は明らかであると考えている。その理由は単純明快にして必ずしも科学的ではないのだが、誰にでも観察可能なよい錯視図形を作成すると、決まって美しい図に仕上がるという筆者の経験的法則を根拠としている。また、同じ錯視図形でも、適切な着色の施された図形は美しい。色はモノクロよりも美しいから当然とも言えるが、いくつかの錯視では適切に色を付けると錯視量が増大する。さらに、「錯視があるところには美がある」というのが狭義のNoguchi –Rentschler説ということになるが、逆に「美があるところには錯視が隠れている」ということもある程度言えそうなのである。たとえば、春爛漫時には美しいソメイヨシノの花びらを単独で観察すると、意外と色味は少なくて白いのであるが、記憶色としてはピンク色をしている。これは明るい青空を背景とした時に生じる強い色対比の錯視効果によるものと考えることができ、ここでも錯視と美の密接な関係を推定することができる。ただ、なぜ、いわばできそこないの視覚現象であるはずの錯視が、人間にとって価値が高いとされる美というものと関係するのか、今後の検討が必要である。
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錯視作品「入学式」・・・サクラの花びらがピンク色に見えるが、物理的には灰色である。
